



















































































































































の諸君のものまでにある題目」（田部らが 1 年生当時の 2・3 年生向けの講義は含まず）が列挙
されている。しかしそれぞれの講義題目の年次は明記されておらず、現時点で一部の題目のみ
講義時期が判明しているが(13)、今回は講義時期の推定には立ち入らないことにする。 
 八雲帝大講義の受講ノートについては、染村絢子が下記のとおり田部隆次ら 7 名のノートを
参照して研究の基礎を築いた(14)。 
 
（一）茨木清次郎 一八九九年（明治三二）七月卒業                    茨木家蔵 
36
（二）田部隆次 卒業年同上                                            染村蔵 
（三）栗原基 一九〇一年（明治三四）七月卒業                        栗原家蔵 
（四）小日向定次郎 卒業年同上                            染村蔵のコピーより 
（五）藤村作 卒業年同上                      お茶の水女子大学英文科研究室蔵 
（六）岸重次 一九〇三年（明治三六）七月卒業 
                                                        金沢大学附属図書館蔵 
（七）筆記者不詳                                   天理大学附属天理図書館蔵 
（八）森巻吉 一九〇四年（明治三七）七月卒業                        東京大学 
                          〔大学院総合文化研究科・〕教養学部〔駒場博物館〕蔵 
（九）金子健二 一九〇五年（明治三八）七月卒業                     金子家蔵 
                       〔一部が金子三郎編『記録 東京帝大一学生の聴講ノート』 









































特殊講義のうち「小説における超自然的なものの価値」（The Value of the Supernatural in 
Fiction）、「イギリスの近代批評、および同時代の英仏文学の関係について」(On Modern English 
Criticism, and the Comtemporary Relations of English to French Literature)、「創作論」(On 
Composition)、「読書論」（On Reading in Relation to Literature）、「散文芸術論」(Studies of 
Extraordinary Prose)などを高く評価する声もある(20)。また芥川龍之介のスウィンバーン受容や
ボードレール受容を研究する上でも、八雲の講義録に言及されることがあった(21)。 
 アメリカで小泉八雲の講義録 John Erskine (eds.)(1915). Interpretations of Literature. 2 vols. 

































Lafcadio Hearn (1932, Revised in 1941). Complete Lectures on Art, Literature and Philosophy. 
Tokyo: The Hokuseido Press. 
―  (1934, Revised in 1941). Complete Lectures on Poets. Tokyo: The Hokuseido Press. 
―  (1934, Revised in 1941). Complete Lectures on Portry. Tokyo: The Hokuseido Press. 


























































































































































 ここでいう「人間性に関する知識という人生の崇高な科学的原則」（the principles of the great 


















                                                        
(1) 夏目鏡子述、松岡譲筆録『漱石の思い出』（文春文庫、1994［初版：改造社、1934］）、
123 頁。 
(2)『三四郎』（3 の 3［第 17 回］、『東京朝日新聞』1908・9・17）。 





                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          
なく日記文学のようなもの」と捉えること、日記実物との照合なしに『人間漱石』を伝記資料
として扱わないことを勧めている。 
(5) 金子健二『人間漱石』（いちろ社、1948）、42-43 頁。 
(6) 岸重次「ラフカディオ・ハーン先生の追憶」（『北国文化』61、北国新聞社、1951・1）。 
(7) 金子健二『人間漱石』（前掲）、43 頁。 
(8) 田部隆次『小泉八雲』（早稲田大学出版部、1914）、227-228 頁。 
(9) 高田力『小泉八雲の横顔』（北星堂書店、1934）。 
(10) 厨川白村『小泉先生そのほか』（積善館、1919）。 





















書中「アンカット本であるラフカディオ・ハーンの講義録 Appreciations of Poetry を見ると、
William Morris, Rossetti に加え、Swinburne の詩について論じた章はすべてカットされ、読める
状態になっていた」という（16 頁）。また小谷瑛輔「芥川龍之介「煙草」と切支丹物の出発
45
















ハーン講義録の原文底本としては田部隆次・落合貞三郎・西崎一郎校訂 Lafcadio Hearn (1941). 





(28) 田部隆次『小泉八雲』（北星堂書店、1950）、125 頁。 











                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          
(32)「文学と世論」（前掲）、484 頁。 
(33)「読書論」（前掲）、9 頁。 
